
10 何憶鴿 

7 吉川洋『高度成長――日本を変えた 6000 日』（読売新聞社、1997 年 3 月）p.39。  
8 同注 7、p.74。  
9 阿部好一「村上春樹論の試み――短編二、三の読解をめぐって――」（『神戸学院女子大学紀
要』、1989 年 3 月）。「最初の本格的な作品論」という位置づけは注 3 文献による。  

10引用は全て注 9 論文 p.5。  
11 苅谷剛彦（編）『バブル崩壊――1990 年代  (ひとびとの精神史  第 8 巻 )』（岩波書店、2016 年

5 月）「プロローグ」p.6 
12ここに挙げる山根、藤井、加藤、浅利の論文は注 4 に参照。  
13高橋哲哉（編）『〈歴史認識〉論争』（作品社、2002 年 10 月）参照。  
14 吉田裕「戦後日本人の歴史認識 /戦争観の変遷」（注 13 文献）p.37。  
15 高橋哲哉注 13 文献 p.44。  

1

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の連続性
The Meaning of “Rang 让” Construction in Expression of Causation and the

Continuity among Its Subgroupings

高 謙

Gao Qian

Abstract：A causative event is regarded as a kind of causal relationship. Although a causative event
can fall into a similar causative category, we can classify the causation into directive causation,
permissive causation, inducing causation and non-interfering causation according to different semantic
features. This paper demonstrates that the causative function of “Rang 让 ” construction and its four
subgroupings are not independent from each other but are continuously connected, and a seamless
connection exists among them.

Key word：“Rang 让”construction causation subgroupings control continuity
キーワード：“让”構文 使役 下位類 コントロール 連続性

１．はじめに

「使役」の定義について、仁田 2009：22 は「ある主体 X が他の主体 Y に働きかけや影響を

及ぼし、それが起因になって、他の主体 Y が動きや変化を引き起こす」と述べている。中国語

の使役文は主に“N1＋让＋N2＋VP/AP”の形式で表現され（N1：使役者、N2：被使役者、VP：
動詞句、AP：形容詞句）、「N1 は N2 に VP という動作をさせる /AP という状態に変化させる」

という意味を表す。“让”構文は典型的な使役文であるものの、それが表す使役の意味特徴は

様々である。次の例 (1a)の“让”構文は「使役者“男朋友”は被使役者“狗”に“趴下”する

よう指示を出す」という「指示使役」を表す。さらに、文成分の性質や文脈の相違によって、

“让”構文は例 (1b)のような「許可使役」や、例 (1c)のような因果関係を表す「誘発使役」を表

すこともできる。

(1) a.男朋友让狗趴下。 (作例 )
［彼氏は犬に伏せをするように命じた。］

b.老妈始终让我和心爱的人在一起。 (作例 )
［母はずっと私が愛している人と付き合うことを許してくれた。］

c.吸烟让他的牙变黄了。 (作例 )
［喫煙が彼の歯を黄ばませた。］

このように“让”構文が表す使役の意味特徴は多様であり、さらに、文脈によっては多義的

に解釈される場合もある。このような多岐に渡る用法は、中国語学習者にとって習得の難点で

あり、“让”が例 (1a)～ (1c)のようにそれぞれ異なる使役タイプを表す動機付けについての説明

が求められる。本稿は使役を表す“让”構文における複数の下位類の間の連続性がどのように

示され、どのような要素がその連続性に影響するのかを追究していく。
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２．先行研究

現代中国語の使役文は兼語文の一種であると主張する先行研究は少なくない。典型的な兼語

文とされる例 (2a)(2b)では、“我”“她”は兼語として先行動詞句の目的語であると同時に、後

続動詞句の主語を兼ねる。

(2) a.姐姐嘱咐我不要睡懒觉。 (作例 )
［姉は私に朝寝坊をしないよう言い付けた。］

b.公司通知她去德国。 (作例 )
［会社は彼女にドイツへ行くよう通知した。］

例 (2a)(2b)の先行動詞“嘱咐”“通知”は“让”に置き換えることができる。兼語文は例 (2a)(2b)
のように、具体的な使役事態を表すものが多いのに対し、“让”構文はこれに加え、例 (2c)の
ような抽象的な事態や状態変化も表せる。

(2) c.什么可以让企业网站丰富起来？ (作例 )
［何が企業のホームページの内容を豊かにできるのか？］

また、例 (2a)(2b)の先行動詞句“嘱咐我”“通知她”が独立した動目構造であるのに対し、これ

らの動詞を“让”に置き換えた“让我”“让她”や例 (2c)の“让企业”は単独では成立し得な

い。“让”構文は具体的な事態のみを表す兼語文より、その文成分の使用範疇が拡張されてお

り、この点において“让”の文法的機能は「一般化」 1 されていると考えられる。周紅 2005：
40 では使役文の構造について、“男朋友（N1）让狗（N2）”を使役イベント、“狗（N2）趴下

（VP）”を被使役イベントと称し、両者の間には図 1（図は筆者による）で示すように、使役

イベントによって被使役イベントが引き起こされるという因果関係が存在すると示している。

使役イベント 被使役イベント

彼氏 させる 犬 伏せる

図 1：使役文の構造

先で述べたように“让”は使役標識として様々な意味特徴をもつことから、先行研究では、

使役文についての分類が多く見られる。木村 2000 は、現代中国語の使役文を「指示使役」「放

任使役」「誘発使役」の三タイプに分けており、使役マーカーとして用いられる各種標識のう

ち、“让”と“叫”のみが各種使役文を幅広くカバーしていることを指摘している。

趴下男朋友 让 狗

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の関連性 3

(3) a.老师叫小红念课文。 (木村 2000：19)
［先生はシャオホンにテキストを朗読させる。］

b.巨大的兴奋使他睡不着觉了。 (木村 2000：20)
［とてつもない興奮が彼を眠れなくさせた。］

c.让我随便挑一下。 (木村 2000：19)
［私に自由に選ばせてください。］

「指示使役」とは、上の例 (3a)のように主語に立つ使役者“老师”が被使役者“小红”に“念

课文”という動作・行為を遂行させようと仕向けることを表す構文である。一方、「誘発使役」

は例 (3b)のように、“我”に “睡不着觉”という状態変化が生じる状況を使役者“巨大的兴奋”

が誘発することを表す構文である。「放任使役」は例 (3c)のように、“我”が“随便挑”とい

う行為を遂行することを使役者が許可、ないしは放任することを表す。

それに対して、楊凱栄 1989 は使役文を「許容使役」と「誘発使役」に大別し、さらに、「許

容使役」を「許可使役」と「放任使役」の二種類に分け、「誘発使役」は「指示使役」「操作

使役」「原因使役」を下位類に含むと指摘している。楊凱栄 1989 の分類する「指示使役」と「原

因使役」は、それぞれ木村 2000 が分類する「指示使役」と「誘発使役」に相当する。

表 1：木村 2000、楊凱栄 1989 による使役文の分類

「操作使役」は次の例 (4)のように、意志を伝達する方式による指示や命令ではなく、使役者“妈

妈”が自分で靴を持って“孩子”に履かせてやることを表す。

(4) 妈妈给孩子穿鞋。 (楊凱栄 1989：77)
［母親が子供に靴を履かせる。］

「操作使役」文では、使役者は手を使って直接操作し、ものを被使役者に与えて働きかける。

被使役者の動作を表す V には主に着脱などの動詞が用いられる一方で、「操作使役」を表す使

役動作は「ものを与える」意味を伴うのが一般的であり、“给”はその使役マーカーとして使

木村 2000 の分類

指示使役

誘発使役

放任使役

楊凱栄 1989 の分類

許容使役
許可使役

放任使役

誘発使役

指示使役

操作使役

原因使役
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われる場合が多く、“让”は「操作使役」では用いられない。

また、木村 2000 の「放任使役」とは異なり、楊凱栄 1989 は例 (5a)(5b)で示すようにそれを「許

可使役」と「放任使役」に区別する必要があると主張している。

(5) a.姑爷，你就让姑娘睡吧。 (楊凱栄 1989：94)
［おじさん、娘さんを寝させてやってください。］

b.让他去发火吧。 (楊凱栄 1989：96)
［勝手に（彼に）怒らせておけ。］

「許可使役」の例 (5a)では、被使役イベント“姑娘睡”は使役者“姑爷”の許可なしに行うこ

とが不可能であるのに対し、「放任使役」の例 (5b)では省かれた使役者は“他去发火”をただ

阻止しないだけで、このような使役者による放任は被使役者が動作を実現させる条件ではない。

本稿では木村 2000 の分類を用いた上で、楊凱栄 1989 の分類のように「放任使役」と「許可

使役」を区別し 2、“让”構文の表す使役を「指示使役」、「誘発使役」、「許可使役」、「放

任使役」の四種類に分ける。木村 2012 は「指示使役」と「許容放任使役」の類似性、「許容放

任使役」と「誘発使役」の接近点について論じており、各種使役文は互いに独立した分類では

なく、その間の関連性について示唆的な言及はあるものの、各下位類の相違点や体系的な連続

性について深く示されていない。本稿では先行研究に基づき、使役を表す“让”構文における

各々の文成分の性質を共時的観点から比べた上で、各類の意味特徴を挙げる。加えて、各種の

相違点と類似点を考察することを通じて、これら四種類の使役文の連続性について検討する。

３．使役範疇における“让”構文の各下位分類及びその連続性

「指示使役」、「誘発使役」、「許可使役」、「放任使役」はいずれも“N1＋让＋N2＋VP/AP”
によって表され、形式的には何ら差異はない。N1 と N2 には名詞性成分が用いられ、VP/AP も

一般的に述語成分に限られる。しかし、文成分の性質や、使役イベントと被使役イベントの間

の因果関係は同じではない。本章では、各種使役文がそれぞれ統語的・意味的に区別されなが

らも連続性を有しており、この連続体が使役範疇を構成していることを論証していく。

3．1．指示使役文と許可使役文の機能分化

動詞としての“让”は、もともと「（財産、席を）譲る」を基本義とし、“N1＋让＋N2＋VP/AP”
の構造で用いられるようになった後、指示や許可などのような使役機能を獲得したというのが

従来の有力説 3 である。

次の「指示使役」の例 (6a)や「許可使役」の例 (6b)では、“让”は命令や許容という具体的な

使役動作の意味をもち、口頭や文字などの意志伝達の方式によって相手に動作をさせることを

表すため、例 (6a')(6b')のように置き換えられる動詞は多くある。使役者から発せられた指示や

許可こそが文の重点であり、被使役イベントにおける動詞は文の中心動詞ではない。これは例

(6a'')(6b'')のように被使役者の動作・行為が実現しなくても文が成立することからも明らかであ

る。また、指示や許可を認識する必要がある故に N1 と N2 には有情物が用いられる。

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の関連性 3

(6) a.他不知道什么时候来合适，我就让他明天来。 (作例 )
［彼はいつ来ればよいのかわからなかったので、私は彼に明日来るように言った。］

a'……，我就｛命令 /请求 /拜托 /嘱咐 /通知｝他明天来。

［……、私は彼に明日来るように｛命令 /請求 /お願い /通知｝した。］

a''.我让他明天来，可他没来。

［私は彼に明日来るように言ったが、彼は来なかった］

b.由于我再三请求，妈妈终于让我和她一起去了。 (作例 )
［再三頼んでから、母はやっと私が彼女と一緒に行くことを許してくれた。］

b'……，妈妈终于｛允许 /同意 /赞成 /准许｝我和她一起去了。

［……、母はやっと私が彼女と一緒に行くこと｛を許可 /に同意 /に賛成 /を承認｝してく

れた。］

b''.妈妈终于让我和她一起去了，可我还是没和她一起去。

［母はやっと私が彼女と一緒に行くことを許してくれたが、私は結局彼女と一緒に行か

なかった］

本稿では例 (6a)の「指示使役」及び例 (6b)の「許可使役」のような「使役者が意志伝達の方式

によって被使役者に動作をさせる」表現を「具体的使役」と呼ぶ。

例 (6a)は「使役者“我”は“他”に“明天来”の指示をする」というイベントを表す。ここで

の“让”は命令のような「上位の者の下位の者に対する強制的な指示」に限らず、文脈によっ

ては請求或いは依頼などとも読み取れる。それに対して、例 (6b)は「“我”の望むこと（“和

她一起去”）に対して、使役者“妈妈”はこれを許可する」ことを表す。

「指示使役」の使役者は指示によって被使役者を支配でき、動作を仕向けるのに対し、「許可

使役」の使役者は被使役者の望む動作を阻止することができ、許可によって被使役者を制御す

る。いずれの使役タイプであっても使役者は被使役者をコントロール 4 している。使役者からの

指示や許可がなければ、被使役者は動作を実施することができない。指示と許可はいずれも使

役者の意志によって行われ、被使役者は指示や許可を受けてから動作を行い、被使役イベント

V には主に意志動詞が用いられ、具体的なイベントを表す。このように、「指示使役」と「許

可使役」には似通った点が多くあり、次の例 (7)のようにどちらにも理解できるケースが多く見

られる。

(7) 小王让小李回家。 (作例 )
［王さんは李さんを帰宅させた。］

しかしながら、共に意志伝達の方式によって使役動作を表すとはいえ、「指示使役」と「許可

使役」の意味特徴は異なる。例 (7)は「指示使役」と「許可使役」のいずれにも解釈できるのに

対し、文脈を付加した例 (8a)は「指示使役」にしか読み取れない。なぜなら、“她回家”は使

役者“小王”の意志であり、被使役者“小李”は“回家”の意志をもたず、ただ動作主として

使役者の指示に従って動作を行うことから、使役者に支配されているからである。
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われる場合が多く、“让”は「操作使役」では用いられない。

また、木村 2000 の「放任使役」とは異なり、楊凱栄 1989 は例 (5a)(5b)で示すようにそれを「許

可使役」と「放任使役」に区別する必要があると主張している。

(5) a.姑爷，你就让姑娘睡吧。 (楊凱栄 1989：94)
［おじさん、娘さんを寝させてやってください。］

b.让他去发火吧。 (楊凱栄 1989：96)
［勝手に（彼に）怒らせておけ。］

「許可使役」の例 (5a)では、被使役イベント“姑娘睡”は使役者“姑爷”の許可なしに行うこ

とが不可能であるのに対し、「放任使役」の例 (5b)では省かれた使役者は“他去发火”をただ

阻止しないだけで、このような使役者による放任は被使役者が動作を実現させる条件ではない。

本稿では木村 2000 の分類を用いた上で、楊凱栄 1989 の分類のように「放任使役」と「許可

使役」を区別し 2、“让”構文の表す使役を「指示使役」、「誘発使役」、「許可使役」、「放

任使役」の四種類に分ける。木村 2012 は「指示使役」と「許容放任使役」の類似性、「許容放

任使役」と「誘発使役」の接近点について論じており、各種使役文は互いに独立した分類では

なく、その間の関連性について示唆的な言及はあるものの、各下位類の相違点や体系的な連続

性について深く示されていない。本稿では先行研究に基づき、使役を表す“让”構文における

各々の文成分の性質を共時的観点から比べた上で、各類の意味特徴を挙げる。加えて、各種の

相違点と類似点を考察することを通じて、これら四種類の使役文の連続性について検討する。

３．使役範疇における“让”構文の各下位分類及びその連続性

「指示使役」、「誘発使役」、「許可使役」、「放任使役」はいずれも“N1＋让＋N2＋VP/AP”
によって表され、形式的には何ら差異はない。N1 と N2 には名詞性成分が用いられ、VP/AP も

一般的に述語成分に限られる。しかし、文成分の性質や、使役イベントと被使役イベントの間

の因果関係は同じではない。本章では、各種使役文がそれぞれ統語的・意味的に区別されなが

らも連続性を有しており、この連続体が使役範疇を構成していることを論証していく。
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許可こそが文の重点であり、被使役イベントにおける動詞は文の中心動詞ではない。これは例

(6a'')(6b'')のように被使役者の動作・行為が実現しなくても文が成立することからも明らかであ

る。また、指示や許可を認識する必要がある故に N1 と N2 には有情物が用いられる。

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の関連性 3

(6) a.他不知道什么时候来合适，我就让他明天来。 (作例 )
［彼はいつ来ればよいのかわからなかったので、私は彼に明日来るように言った。］

a'……，我就｛命令 /请求 /拜托 /嘱咐 /通知｝他明天来。

［……、私は彼に明日来るように｛命令 /請求 /お願い /通知｝した。］

a''.我让他明天来，可他没来。

［私は彼に明日来るように言ったが、彼は来なかった］

b.由于我再三请求，妈妈终于让我和她一起去了。 (作例 )
［再三頼んでから、母はやっと私が彼女と一緒に行くことを許してくれた。］

b'……，妈妈终于｛允许 /同意 /赞成 /准许｝我和她一起去了。

［……、母はやっと私が彼女と一緒に行くこと｛を許可 /に同意 /に賛成 /を承認｝してく

れた。］

b''.妈妈终于让我和她一起去了，可我还是没和她一起去。

［母はやっと私が彼女と一緒に行くことを許してくれたが、私は結局彼女と一緒に行か

なかった］

本稿では例 (6a)の「指示使役」及び例 (6b)の「許可使役」のような「使役者が意志伝達の方式

によって被使役者に動作をさせる」表現を「具体的使役」と呼ぶ。

例 (6a)は「使役者“我”は“他”に“明天来”の指示をする」というイベントを表す。ここで

の“让”は命令のような「上位の者の下位の者に対する強制的な指示」に限らず、文脈によっ

ては請求或いは依頼などとも読み取れる。それに対して、例 (6b)は「“我”の望むこと（“和

她一起去”）に対して、使役者“妈妈”はこれを許可する」ことを表す。

「指示使役」の使役者は指示によって被使役者を支配でき、動作を仕向けるのに対し、「許可

使役」の使役者は被使役者の望む動作を阻止することができ、許可によって被使役者を制御す

る。いずれの使役タイプであっても使役者は被使役者をコントロール 4 している。使役者からの

指示や許可がなければ、被使役者は動作を実施することができない。指示と許可はいずれも使

役者の意志によって行われ、被使役者は指示や許可を受けてから動作を行い、被使役イベント

V には主に意志動詞が用いられ、具体的なイベントを表す。このように、「指示使役」と「許

可使役」には似通った点が多くあり、次の例 (7)のようにどちらにも理解できるケースが多く見

られる。

(7) 小王让小李回家。 (作例 )
［王さんは李さんを帰宅させた。］

しかしながら、共に意志伝達の方式によって使役動作を表すとはいえ、「指示使役」と「許可

使役」の意味特徴は異なる。例 (7)は「指示使役」と「許可使役」のいずれにも解釈できるのに

対し、文脈を付加した例 (8a)は「指示使役」にしか読み取れない。なぜなら、“她回家”は使

役者“小王”の意志であり、被使役者“小李”は“回家”の意志をもたず、ただ動作主として

使役者の指示に従って動作を行うことから、使役者に支配されているからである。
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(8) a.小李没想回家，小王却让她回家。 (作例 )
［李さんは帰りたくなかったが、王さんは彼女を帰宅させた。］

b.小李想回家，小王让她回家。 (作例 )
［李さんは家に帰りたかったので、王さんは彼女が帰宅することを許した。］

「指示使役」のプロセスとしては使役者の意志が先に存在し、被使役者に指示が与えられ、被

使役者はそれを受けて動作を遂行する。一方で、「許可使役」の例 (8b)は、被使役者“小李”

の望む動作“回家”に対して使役者“小王”は阻止せず、被使役者は使役者の許可を得てから

行動する。“小王”からの許可は依然として“回家”の実現条件ではあるが、被使役イベント

の実現は被使役者の意志に基づくものである。「許可使役」の使役者は被使役者の望む動作を

阻止する力をもっており、被使役者は使役者に制御されている。「許可使役」のプロセスは被

使役者のある動作を望む意志がまず先に存在し、使役者の許可を得てからそれが実現する点に

おいて「指示使役」とは異なる。「許可使役」と「指示使役」における文成分の性質を比べる

と、「被使役者の意志の有無」(［±意志性］)が両者のもっとも大きな相違点であり、両タイ

プが機能分化を起こす動機付けであると考えられる。

図 2 で示すように、「指示使役」では指示動作と指示の内容は使役者 N1 の自主的な意志によ

って行われるのに対して、「許可使役」では使役者 N1 の自主的な動作ではなく、被使役者 N2

からの要求や期待などに対する態度を指し、回答的な意志に属する。加えて、図 3 で示すよう

に、「許可使役」では N2 からの要求、期待［図 3 の①］といった外的要素が N1 の回答的な意

志［図 3 の②］の前提となる。自主的な意志である「指示」は使役者によって行われ、指示の

内容には制限がない。一方、回答的な意志を表す「許可使役」は外的要素に対する使役者の判

断や選択を表すため、N1 の態度は「許可」か「不許可」のいずれかになる。



Ｎ 1 Ｎ 2 Ｎ 1 Ｎ 2



図 2：指示使役 図 3：許可使役

このような「指示使役」と「許可使役」の意味特徴の相違は次の例 (9a)(9b)における統語的振

る舞いの相違にも反映される。

(9) a.小王不让 (??命令 /允许 )小李回家。 (作例 )
［王さんは李さんを家に帰らせない。］

b.我去让 (??允许 /嘱咐 )仆人们准备早饭。 (作例 )
［私は下僕たちに朝ごはんの準備をさせにいく。］

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の関連性 3

指示や許可は N1 の意志によって行われる動作であるが、“不”で否定される例 (9a)からは「許

可使役」の意味しか読み取れない。指示は使役者自らの意志を示し、被使役者はただ指示に従

って動作を行うという単方向的な意志動作であり、使役者は自分自身の意志に対して否定的な

態度をもち得ないため、「指示使役」は“不”と共起することがでない。また、“不”は単純

に意志動詞を否定するだけではなく、ここでは外的な要素（被使役者の願望）に対する判断に

もなり得る。即ち、例 (9a)は被使役者“小李”の願望“回家”に対して使役者が否定的な態度

をもつことを表すことから、そのような N1 の態度を表す「許可使役」は“不”と共起すること

ができるのである。

外的な要素を前提とする「許可使役」は自主的意志を表す成分と共起することができない。

例えば、主語の自主的意志である目的や意図を表すには、動詞の前に“去”を置くことができ

る。“去”が用いらる例 (9b)は、“仆人们准备早饭”は使役者“我”の目的と捉えられること

から、“让”は“允许”に置き換えられず、「許可使役」とはなり得ない。「指示使役」は使

役者の自主的意志によるものであり、「許可使役」は使役者の回答的意志によるものである。

このように、“不”や“去”を加えることにより、両者の相違点を区別することができる。

3．2．指示使役文から誘発使役文への拡張

「指示使役」を表す例 (10a)と同様、「誘発使役」である例 (10b)の被使役イベントも使役者に

よって引き起こされた事態であり、被使役者も［－意志性］［－自発性］という性質をもって

いる。つまり、使役者からの指示や間接的な影響がなければ、被使役イベントは実現し得ない。

(10)a.我和老公吵架了，让他滚出去，他真的滚了。

(http：//www.babytree.com/community/club201307/topic_187170781.html)
［私は夫と喧嘩して、彼に出て行けと言ったら、彼は本当に出て行ってしまった。］

b.他所做的事总是让生活充满意义。 (CCL：杨澜《杨澜访谈录Ⅱ》 )
［彼がやっていることはいつも生活を有意義にさせる。］

例 (10b)は被使役者“生活”が使役者“他所做的事”からの間接的な影響を受けて“充满意义”

という状態に変化したことを表す。被使役者は使役者からの直接指示を受けるのではなく、使

役者が被使役者をコントロールできるか否かは判断できないため、被使役イベントを支配する

能力は弱い。「誘発使役」の被使役イベントは使役者による間接的影響によって誘発されるの

であり、“让”と同様に使役標識であるとされる“使”“令”は「誘発使役」しか表せない。

次の例 (11a)では使役者“体育馆”が、例 (11b)では“津巴布韦实行了强制性免费小学教育”が

誘発原因として、“奥运会”“所有儿童”に間接的な影響を及ぼし、その状態を“体现高科技

的特点”“都有上学的机会”に変化させたことを表す。

(11)a.一流的体育馆使 (令 /让 )奥运会更好的体现高科技的特点。 (作例 )
［一流の体育館はオリンピックのハイテクノロジーの特徴をさらに体現した。］

b.津巴布韦实行了强制性免费小学教育，让所有儿童都有上学的机会。
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(8) a.小李没想回家，小王却让她回家。 (作例 )
［李さんは帰りたくなかったが、王さんは彼女を帰宅させた。］

b.小李想回家，小王让她回家。 (作例 )
［李さんは家に帰りたかったので、王さんは彼女が帰宅することを許した。］

「指示使役」のプロセスとしては使役者の意志が先に存在し、被使役者に指示が与えられ、被

使役者はそれを受けて動作を遂行する。一方で、「許可使役」の例 (8b)は、被使役者“小李”

の望む動作“回家”に対して使役者“小王”は阻止せず、被使役者は使役者の許可を得てから

行動する。“小王”からの許可は依然として“回家”の実現条件ではあるが、被使役イベント

の実現は被使役者の意志に基づくものである。「許可使役」の使役者は被使役者の望む動作を

阻止する力をもっており、被使役者は使役者に制御されている。「許可使役」のプロセスは被

使役者のある動作を望む意志がまず先に存在し、使役者の許可を得てからそれが実現する点に

おいて「指示使役」とは異なる。「許可使役」と「指示使役」における文成分の性質を比べる

と、「被使役者の意志の有無」(［±意志性］)が両者のもっとも大きな相違点であり、両タイ

プが機能分化を起こす動機付けであると考えられる。

図 2 で示すように、「指示使役」では指示動作と指示の内容は使役者 N1 の自主的な意志によ

って行われるのに対して、「許可使役」では使役者 N1 の自主的な動作ではなく、被使役者 N2

からの要求や期待などに対する態度を指し、回答的な意志に属する。加えて、図 3 で示すよう

に、「許可使役」では N2 からの要求、期待［図 3 の①］といった外的要素が N1 の回答的な意

志［図 3 の②］の前提となる。自主的な意志である「指示」は使役者によって行われ、指示の

内容には制限がない。一方、回答的な意志を表す「許可使役」は外的要素に対する使役者の判

断や選択を表すため、N1 の態度は「許可」か「不許可」のいずれかになる。


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

図 2：指示使役 図 3：許可使役

このような「指示使役」と「許可使役」の意味特徴の相違は次の例 (9a)(9b)における統語的振

る舞いの相違にも反映される。

(9) a.小王不让 (??命令 /允许 )小李回家。 (作例 )
［王さんは李さんを家に帰らせない。］

b.我去让 (??允许 /嘱咐 )仆人们准备早饭。 (作例 )
［私は下僕たちに朝ごはんの準備をさせにいく。］

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の関連性 3

指示や許可は N1 の意志によって行われる動作であるが、“不”で否定される例 (9a)からは「許

可使役」の意味しか読み取れない。指示は使役者自らの意志を示し、被使役者はただ指示に従

って動作を行うという単方向的な意志動作であり、使役者は自分自身の意志に対して否定的な

態度をもち得ないため、「指示使役」は“不”と共起することがでない。また、“不”は単純

に意志動詞を否定するだけではなく、ここでは外的な要素（被使役者の願望）に対する判断に

もなり得る。即ち、例 (9a)は被使役者“小李”の願望“回家”に対して使役者が否定的な態度

をもつことを表すことから、そのような N1 の態度を表す「許可使役」は“不”と共起すること

ができるのである。

外的な要素を前提とする「許可使役」は自主的意志を表す成分と共起することができない。

例えば、主語の自主的意志である目的や意図を表すには、動詞の前に“去”を置くことができ

る。“去”が用いらる例 (9b)は、“仆人们准备早饭”は使役者“我”の目的と捉えられること

から、“让”は“允许”に置き換えられず、「許可使役」とはなり得ない。「指示使役」は使

役者の自主的意志によるものであり、「許可使役」は使役者の回答的意志によるものである。

このように、“不”や“去”を加えることにより、両者の相違点を区別することができる。

3．2．指示使役文から誘発使役文への拡張

「指示使役」を表す例 (10a)と同様、「誘発使役」である例 (10b)の被使役イベントも使役者に

よって引き起こされた事態であり、被使役者も［－意志性］［－自発性］という性質をもって

いる。つまり、使役者からの指示や間接的な影響がなければ、被使役イベントは実現し得ない。

(10)a.我和老公吵架了，让他滚出去，他真的滚了。

(http：//www.babytree.com/community/club201307/topic_187170781.html)
［私は夫と喧嘩して、彼に出て行けと言ったら、彼は本当に出て行ってしまった。］

b.他所做的事总是让生活充满意义。 (CCL：杨澜《杨澜访谈录Ⅱ》 )
［彼がやっていることはいつも生活を有意義にさせる。］

例 (10b)は被使役者“生活”が使役者“他所做的事”からの間接的な影響を受けて“充满意义”

という状態に変化したことを表す。被使役者は使役者からの直接指示を受けるのではなく、使

役者が被使役者をコントロールできるか否かは判断できないため、被使役イベントを支配する

能力は弱い。「誘発使役」の被使役イベントは使役者による間接的影響によって誘発されるの

であり、“让”と同様に使役標識であるとされる“使”“令”は「誘発使役」しか表せない。

次の例 (11a)では使役者“体育馆”が、例 (11b)では“津巴布韦实行了强制性免费小学教育”が

誘発原因として、“奥运会”“所有儿童”に間接的な影響を及ぼし、その状態を“体现高科技

的特点”“都有上学的机会”に変化させたことを表す。

(11)a.一流的体育馆使 (令 /让 )奥运会更好的体现高科技的特点。 (作例 )
［一流の体育館はオリンピックのハイテクノロジーの特徴をさらに体現した。］

b.津巴布韦实行了强制性免费小学教育，让所有儿童都有上学的机会。
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(CCL：1994 年人民日报第 2 季度 )
［ジンバブエは強制的に無料の小学校教育を実施し、全ての子供に学校に通うチャンス

を与えた。］

c?.一流的体育馆让奥运会更好的体现高科技的特点，奥运会却没体现高科技的特点。

「誘発使役」は被使役者の状態変化を表し、これには使役者の意志は関与しないため、無情物

や“津巴布韦实行了强制性免费小学教育”も使役者や被使役者に用いられる。また、すでに実

現された事実に限られ、例 (11c)の波線部のように結果をキャンセルすることができない。木村

2012：192-193 では、次の例 (12a)(12b)を挙げ、「誘発使役文は［－意志性］の状態や変化を意

味する表現、即ち〈ナル〉的表現を述語にとることを特徴とする。…（中略）…主語が原因的

使役者（無意図的な誘発者）であるため、意図的な使役行為の表現にはできない」と述べてい

る。しかし、実際には例 (12c)(12d)(12e)のように［＋意志性］の「誘発使役」も存在する。

(12)a.＊我想使他睡不着觉。 (木村 2012：193)
b.＊你尽量使她高兴吧。 (木村 2012：193)
c.在伊拉克进行“暴力活动”的武装分子要么想让伊拉克倒退到萨达姆时代 ,要么就是想让伊

拉克处于塔利班式的统治之下。 (CCL：2004 年 9 月新华社新闻报道 )
［イラクで暴力活動を行っているテロリストはイラクをサダム・フセイン時代まで後退

させようとするのでなければ、イラクをタリバン式の統治下に置くつもりだ。］

d.溶解粗盐时， (我们 )应尽量让溶液稀些。 (http： //www.gkstk.com/p-w56538.html)
［粗製塩を溶かす時に、我々はできるだけ溶液を薄めた方がよい。］

e.玩家向上滑动屏幕就会让布娃娃跳跃起来。 (http： //shouji.tgbus.com/bwwpk/16759/)
［プレーヤーは画面を上に向ってスワイプして、ぬいぐるみを跳ねさせることができ

る。］

例 (12c)の使役者“武装分子”や例 (12d)“我们”は被使役イベントを実現するため、発話や文字

などの意志伝達の方式ではなく、具体的な動作・行為によって“伊拉克”“溶液”に間接的な

影響を与え、状態変化を起こさせるのである。例 (12e)は使役者“玩家”が画面を上に向ってス

ワイプすることで、無情物“布娃娃”を跳ねさせることを表す。使役者は被使役者に対して直

接に指示するのではなく、［±意志性］の行為を通して間接的に影響を与え、被使役者の状態

変化を達成させる。「誘発使役」は「指示使役」や「許可使役」のような「具体的使役」とは

異なり、“让”を具体的な使役動詞には置き換えられず、間接影響のもたらされた状態変化は

被使役者にコントロールされない。そのため、例 (12c)(12d)のように無意志動詞や形容詞も被使

役イベントに用いられ、意志伝達の方式である指示や許可と比べて、使役者からの誘発は意志

的か無意志的かのいずれも実現し得ることになる。

3．3．許可使役文と放任使役文の相違点

前述のように、“让”は各種使役文で用いられるが、使役マーカーは“让”のみに限られる

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の関連性 3

ものではない。例えば、“令”“任”“使”なども使役機能を有するが、基本義と使役マーカ

ーに拡張するルートが異なるため、それぞれの表す意味特徴には相違がある。そのうち、“任”

（原義：担う）は「見ているだけで何もしない」という意味を表す使役文で用いられる。以下

の例 (13a)(13b)では、“他们”“其”による“为所欲为”“蔓延”はすでに実現され、且つ持続

している自発的な動作・行為であり、使役者“老百姓”“你们”はそれに対して黙認・放任す

るという「放任使役」を表す。この場合、“让”と“任”は互いに置き換えられる。

(13)a.面对不法分子，老百姓敢怒不敢言，只好任他们为所欲为。 (作例 )
［不法行為者に対して、市民たちはじっと怒りを抑えて黙るしかなく、彼らがやってい

ることをそのまま見ているしかなかった。］

b.你们拿着俸禄，受着百姓信任，却听之任之，让其蔓延。

(http： //tieba.baidu.com/p/1779370777)
［お前たちは国家の俸禄を取り、国民に信用されているというのに、それを蔓延させた

まま放っておくのか。］

許可と放任は、意味の上では連続的につながっており、例 (14a)は「許可使役」と「放任使役」

のいずれに解釈しても差し支えない。「被使役者自身 5 によって動作・行為が行われ、使役者は

被使役イベントを阻止しない」という意味特徴は「許可使役」と「放任使役」の類似点である。

例 (14a)は、「被使役者の望む動作“说上三个月”（未実現）に対して、使役者が許可する」と

いう「許可使役」とも理解でき、「被使役イベント“说上三个月”（持続中）に対して、使役

者は放任する」という「放任使役」とも理解できる。

(14)a.如果有谁愿意说闲话，让他说上三个月，往后连他们自己也觉得没味了。

(楊凱栄 1989：97)
［噂をしたいと思う者があっても、三ヶ月も言わせておけば、後に彼ら自身でさえ味気

なさを感じるようになるだろう。］

一方、例 (14b)は「動作“和她一起去”は使役者“妈妈”の許可のもとで行われる」という「許

可使役」であるのに対し、例 (14c)は「放任使役」であり、“我”は被使役イベント“雪花就那

样的飘落下来”に関与せず、傍観する態度をとっている。

(14)b.由于我再三请求，妈妈终于让我和她一起去了。 (例 (6b)の再掲 )
c.(我 )抱着一把吉他，一面弹奏，一面唱着轻柔的歌，让雪花就那样地飘落下来。

(BCC：席慕容《说梦》)
［私はギターを抱え、弾きながら柔らかい歌を歌い、雪がそのまま降るに任せる。］
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(CCL：1994 年人民日报第 2 季度 )
［ジンバブエは強制的に無料の小学校教育を実施し、全ての子供に学校に通うチャンス

を与えた。］

c?.一流的体育馆让奥运会更好的体现高科技的特点，奥运会却没体现高科技的特点。

「誘発使役」は被使役者の状態変化を表し、これには使役者の意志は関与しないため、無情物

や“津巴布韦实行了强制性免费小学教育”も使役者や被使役者に用いられる。また、すでに実

現された事実に限られ、例 (11c)の波線部のように結果をキャンセルすることができない。木村

2012：192-193 では、次の例 (12a)(12b)を挙げ、「誘発使役文は［－意志性］の状態や変化を意

味する表現、即ち〈ナル〉的表現を述語にとることを特徴とする。…（中略）…主語が原因的

使役者（無意図的な誘発者）であるため、意図的な使役行為の表現にはできない」と述べてい

る。しかし、実際には例 (12c)(12d)(12e)のように［＋意志性］の「誘発使役」も存在する。

(12)a.＊我想使他睡不着觉。 (木村 2012：193)
b.＊你尽量使她高兴吧。 (木村 2012：193)
c.在伊拉克进行“暴力活动”的武装分子要么想让伊拉克倒退到萨达姆时代 ,要么就是想让伊

拉克处于塔利班式的统治之下。 (CCL：2004 年 9 月新华社新闻报道 )
［イラクで暴力活動を行っているテロリストはイラクをサダム・フセイン時代まで後退

させようとするのでなければ、イラクをタリバン式の統治下に置くつもりだ。］

d.溶解粗盐时， (我们 )应尽量让溶液稀些。 (http： //www.gkstk.com/p-w56538.html)
［粗製塩を溶かす時に、我々はできるだけ溶液を薄めた方がよい。］

e.玩家向上滑动屏幕就会让布娃娃跳跃起来。 (http： //shouji.tgbus.com/bwwpk/16759/)
［プレーヤーは画面を上に向ってスワイプして、ぬいぐるみを跳ねさせることができ

る。］

例 (12c)の使役者“武装分子”や例 (12d)“我们”は被使役イベントを実現するため、発話や文字

などの意志伝達の方式ではなく、具体的な動作・行為によって“伊拉克”“溶液”に間接的な

影響を与え、状態変化を起こさせるのである。例 (12e)は使役者“玩家”が画面を上に向ってス

ワイプすることで、無情物“布娃娃”を跳ねさせることを表す。使役者は被使役者に対して直

接に指示するのではなく、［±意志性］の行為を通して間接的に影響を与え、被使役者の状態

変化を達成させる。「誘発使役」は「指示使役」や「許可使役」のような「具体的使役」とは

異なり、“让”を具体的な使役動詞には置き換えられず、間接影響のもたらされた状態変化は

被使役者にコントロールされない。そのため、例 (12c)(12d)のように無意志動詞や形容詞も被使

役イベントに用いられ、意志伝達の方式である指示や許可と比べて、使役者からの誘発は意志

的か無意志的かのいずれも実現し得ることになる。

3．3．許可使役文と放任使役文の相違点

前述のように、“让”は各種使役文で用いられるが、使役マーカーは“让”のみに限られる

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の関連性 3

ものではない。例えば、“令”“任”“使”なども使役機能を有するが、基本義と使役マーカ

ーに拡張するルートが異なるため、それぞれの表す意味特徴には相違がある。そのうち、“任”

（原義：担う）は「見ているだけで何もしない」という意味を表す使役文で用いられる。以下

の例 (13a)(13b)では、“他们”“其”による“为所欲为”“蔓延”はすでに実現され、且つ持続

している自発的な動作・行為であり、使役者“老百姓”“你们”はそれに対して黙認・放任す

るという「放任使役」を表す。この場合、“让”と“任”は互いに置き換えられる。

(13)a.面对不法分子，老百姓敢怒不敢言，只好任他们为所欲为。 (作例 )
［不法行為者に対して、市民たちはじっと怒りを抑えて黙るしかなく、彼らがやってい

ることをそのまま見ているしかなかった。］

b.你们拿着俸禄，受着百姓信任，却听之任之，让其蔓延。

(http： //tieba.baidu.com/p/1779370777)
［お前たちは国家の俸禄を取り、国民に信用されているというのに、それを蔓延させた

まま放っておくのか。］

許可と放任は、意味の上では連続的につながっており、例 (14a)は「許可使役」と「放任使役」

のいずれに解釈しても差し支えない。「被使役者自身 5 によって動作・行為が行われ、使役者は

被使役イベントを阻止しない」という意味特徴は「許可使役」と「放任使役」の類似点である。

例 (14a)は、「被使役者の望む動作“说上三个月”（未実現）に対して、使役者が許可する」と

いう「許可使役」とも理解でき、「被使役イベント“说上三个月”（持続中）に対して、使役

者は放任する」という「放任使役」とも理解できる。

(14)a.如果有谁愿意说闲话，让他说上三个月，往后连他们自己也觉得没味了。

(楊凱栄 1989：97)
［噂をしたいと思う者があっても、三ヶ月も言わせておけば、後に彼ら自身でさえ味気

なさを感じるようになるだろう。］

一方、例 (14b)は「動作“和她一起去”は使役者“妈妈”の許可のもとで行われる」という「許

可使役」であるのに対し、例 (14c)は「放任使役」であり、“我”は被使役イベント“雪花就那

样的飘落下来”に関与せず、傍観する態度をとっている。

(14)b.由于我再三请求，妈妈终于让我和她一起去了。 (例 (6b)の再掲 )
c.(我 )抱着一把吉他，一面弹奏，一面唱着轻柔的歌，让雪花就那样地飘落下来。

(BCC：席慕容《说梦》)
［私はギターを抱え、弾きながら柔らかい歌を歌い、雪がそのまま降るに任せる。］
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「放任使役」の表す「何もしない」ことも使役者の使役行為の一種であるが、意志伝達の方式

に頼らない故に、例 (14d)のように動詞“允许”“同意”などに置き換えることができない。

(14)d.??(我 )抱着……， (允许 /同意 /赞成 /准许 )雪花就那样的飘落下来。

放任は被使役イベントの実現条件ではなく、許可がなくても自発的にでき、主に実現済みのイ

ベントで使われるため、結果をキャンセルすることができない。「何もしない」ことを表す上

で、意志伝達の方式で表現する「許可」より「放任」の方が動作性 6 が低い。N2VP が実現され

てから、N1 がそれを放任するという二つの独立した事態を表すため、使役者が被使役者をコン

トロールできるか否かは判断できず、被使役イベントが使役者の望ましいことであるか否かも

不明瞭である。「放任」の作用方向は「使役者から被使役者」に限らず、使役者のもつ被使役

者の行為を阻止する力が弱くなるため、使役イベントと被使役イベントの間の因果関係が相対

的に弱いのが特徴である。また、「放任使役」の被使役イベントは持続動作であるため、例 (14c)
のような無情物“雪花”が自発的に実現させた変化や移動“飘落下来”にも用いられる。

3．4．放任使役と誘発使役の曖昧性及びその区別

“让”を用いて表される使役文は文脈依存の度合いが高いため、文成分の性質や前後事態の

因果関係を検討しながら意味を区別することになる。次の例 (15)は、“妈妈”からの間接的影

響によりイベント“你受苦了”の実現ないしは持続を表す。

(15) 宝宝，妈妈让你受苦了。 (http://blog.sina.com.cn/s/blog_4d1a219b01008leb.html)
［子よ、母さんはあなたの苦しみに対して何もできなかった。］

［子よ、母さんのせいであなたに苦労させた。］

例 (15)では、使役者が状態変化を誘発したのか、実現されたイベントに対して使役者が放任し

たかは不明瞭であり、「放任使役」とも「誘発使役」とも解釈し得る。「放任使役」と「誘発

使役」の共起する文成分の使用範疇は「具体的使役」より拡大され、その意味も抽象化されて

いる。

動補構造によって使役の事態を表す例 (16a)は、動作主による“杀”は具体的な使役動作であ

り、動作対象はそれを受けて“死”という状態に至ったことを表す。しかし、例 (16b)で示すよ

うに“让”構文を用いて例 (16a)の事態を表すことはできない。なぜなら、標識“让”の意味は

希薄化しており、主に因果関係を指し示す機能を担い、具体的な使役動作“杀”を表せないか

らである。

(16)a.小王杀死了小李。 (作例 )
［王さんは李さんを殺した。］

b.?小王让小李死了。 (作例 )

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の関連性 3

また、次の例 (16c)では、「放任使役」の動作性が弱くなり、主体の被使役イベントに対する

放任が積極的であるか消極的（無意識）かも判断できない（［±意志性］）。

(16)c.我立在风中，让风从我的头顶呼啸而过。 (作例 )
［私は風の中に立ち、風が私の頭から吹き去るに任せた。］

「放任使役」と「誘発使役」のいずれもどのような方式で被使役イベントを引き起こしたの

かではなく、両方は共に使役イベントと被使役イベントの間にどのような因果関係が存在して

いるのかを表す。本稿では、このように使役動作が抽象化された表現を「抽象的使役」と呼び、

「具体的使役」と区別する。

“让”構文における N2 は先行動詞句の目的語であると同時に、後続動詞句の主語を兼ねるた

め、N2VP が独立文として成立できるのがその統語的特徴の一つであるが、意味に注目して見

ると、その N2VP は自発的に実現するとは限らない。例えば、「放任使役」の被使役者は自分

自身の意志や傾向（無情物が自ら動作を実現できる性質。例えば、「風が吹く」や「雪が降る」）

によって行動するため、使役者がなくても、被使役イベントを自発的に行うことが可能である

（［＋自発性］）。次の例 (17a)では“她”の動作“从眼前飞走”が実現されているのに対して、

使役者“他”はそれを阻止していない。例 (17a)は「放任使役」で、この場合“让”は“任”に

置き換えられる。一方、「誘発使役」は「使役者からの誘発によって引き起こされた」事態で

あり、使役者からの誘発がなければ、N2 はすすんで VP を実現することができない（［－自発

性］）。「誘発使役」の例 (17b)では被使役者“自己的产品”は無情物として、使役者の誘発に

よって“风靡市场”という状態変化が実現されている。使役者またその誘発がなければ、結果

としての被使役者イベントは実現できない。この場合、“让”は“使”、“令”に置き換えら

れる。

(17)a.远在英国的他鞭长莫及，只能让她从眼前飞走。 (BCC：凌淑芬《别爱那么多》 )
［遠くイギリスにいる彼は力及ばず、彼女が目の前から離れていくのを見ているしかな

かった。］

b.公司研发自有技术，很快就让自己的产品风靡市场。 (作例 )
［会社は新しい技術を開発して、すぐに自分の製品を市場で流行らせた。］

要するに、「放任使役」と「誘発使役」は間接的に被使役者に影響を与える点において類似

しており、共に「抽象的使役」に属するものの、被使役イベントの実現する条件とルートはそ

れぞれ異なる。「放任使役」は「許可使役」から拡張されたもので、「誘発使役」は「指示使

役」から拡張されたものであるため、被使役者が動作を自発的に行えるか否か（被使役者の［±

自発性］）という観点から、「放任使役」と「誘発使役」は区別されるのである。
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４．おわりに

本稿では、“让”が表す使役文の下位類を挙げながら、種々の意味特徴や文成分の性質を比

較するとともに、各種の使役機能の間の相違点や連続性について検討した。考察の結果、“让”

構文の表す使役機能は「具体的使役」と「抽象的使役」の二種類に大別でき、さらにその下位

類である「放任使役」、「許可使役」、「指示使役」、「誘発使役」は互いに関連性を保ちな

がら、連続的につながっていることを論じた。この関係を図式化すると図 4 のようになる。

図 4：“让”構文の表す使役機能に関する本稿の分類

「具体的使役」は使役者が被使役者に対して意志伝達の使役動作を発することを表し、被使

役イベントが実際に実現されたか否かは重点ではない。それに対して、「抽象的使役」は使役

イベントと被使役イベントの因果関係に重点が置かれ、被使役イベントは実現された動作や状

態変化であることから、結果をキャンセルできない。

加えて、本稿では「被使役者の意志の有無」を動機付けとして「具体的使役」は「指示使役」

と「許可使役」の機能に分けられることを論述した。また、「誘発使役」は使役者が被使役者

に間接的な影響を与えて被使役イベントを実現させる。使役者の支配力が「指示使役」より弱

くなるに伴い、“让”構文は「誘発使役」を表すようになることを論証した。さらに、3.3 節

と 3.4 節では、「放任使役」における使役者は実現済みの被使役イベントに対して傍観の立場

をとるだけであり、使役者の被使役者に対する制御力は「許可使役」より弱い。“让”構文は

「許可使役」から拡張され、「放任使役」の機能を獲得したことについて論じた。

結論として、“让”構文が表す「放任使役」、「許可使役」、「指示使役」、「誘発使役」

の四つの下位類は互いに独立した範疇ではないことを論証した。本稿は、各種使役文がそれぞ

れ統語的・意味的に区別されながらも連続性を有しいることを明らかにした。

放任使役 許可使役 指示使役 誘発使役

具体的使役

抽象的使役

N1 の N2 に対する制御力の弱化 N1 の N2 に対する支配力の弱化

使役を表す“让”構文の意味及び各下位類の関連性 3

注

1 「一般化」（generalization）の概念について、Bybee1994：289 では“Generaliazation is the loss
of specific feature or meaning with the consequent expansion of appropriate contexts of use for a
gram［一般化とは、ある文成分について、それが一部の特定の機能或いは意味を失うと同

時に、共起するコンテクストの範囲が拡張されることを指す］”と述べている。

2 その妥当性については第 3.3 節で論じる。

3 石毓智 2006：59 は“‘让’作为普通动词……表达‘转让权利，职位，财产等’ ,……后来出

现了‘谦让，礼让’。”［“让”はもともと普通の動詞として……「権利、職位、財産を

譲る」意味を表した後、それを基本義として遠慮、「へりくだり譲る」意味を表せるよう

になった］と述べ、江藍生 2000：222 は“‘让’本为谦让，把好处给别人之义。”［“让”

の本義はへりくだって譲ることであり、利益を他人に譲る意味をする］と指摘している。

4 仁田 1988：35 では、コントロール（意志性）の概念について、「動きの主体が、動きの発

生、遂行、達成を自分の意志でもって制御することができるといった性質である」と定義

している。コントロール関係は動詞だけではなく、動作主と受け手の間にも反映される。

本稿では、使役者が被使役者に働きかけ、動作をさせることを「支配」と称し、使役者が

被使役者の動きを抑制、阻止することを「制御」と称する。両者は互いに異なるコントロ

ール関係にあると考えられる。

5 有情物が意志によって動作を行うのに対して、無情物は外因によって動作・行為を実現する。

6 「動作性」（kinesis）とは、動詞が表す過程や状態などのタイプによって分類されるような

動詞の語彙クラスのことである。例えば、歩くこと（walking）は移動に関する動作・行為

であるため、walk は行為動詞（activity verb）とされ、動作性が高い。何かについて知って

いること（knowing something）は心的状態であるため、know は語彙的には状態動詞とされ、

動作性が低い。詳細は Peter Hugoe Matthews2009：254 を参照。
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多義語「のむ」の意味分析 
A semantic analysis of the Japanese polysemic verb “nomu” 

 
小川 朱美  (Ogawa, Akemi) 

 
摘要  

This paper analyses the Japanese polysemic verb "nomu" based on cognitive linguistic theory. Although 
many Japanese dictionaries list a variety of detailed meanings of this verb, little attention has been 
given to the relationships between them. By investigating example sentences, the author demonstrates 
that "nomu" has seven different meanings, and confirms the autonomy of each, as well as the 
prototypical meaning, which is "a human drinks liquid by mouth". The other six meanings derive from 
the prototype, motivated by metaphor and synecdoche. This paper suggests that combinations of these 
seven meanings form a polysemic network in which the meanings ex pand to the domain of “the human 
mind” from the domain of “the human body”.  
 
キーワード 「のむ」 多義語 意味分析 意味の自立性 プロトタイプ的意味 

 “nomu”, polysemy, semantic analysis, autonomy of meaning, prototypical meaning 
 

１．はじめに 

 
1) 難解なテーマだと思われるかもしれませんが、コーヒーやジュースを飲みながら 1 時間
半、講師になった地元の東大宇宙線研究所の学者から、かみ砕いた説明を聞きました。  

（『朝日新聞（朝刊）』  14/06/2016） 1 

2) 1984 年に全国地方銀行協会に加盟する際の交渉では、おっとりした行風からか先輩行に
足元を見られ、「自治体との取引を控えめに」といった異例の条件を課された。後年、「加

盟のためとはいえ屈辱的。ひとまずのんで、守らなければよいと考えた」と明かした。  
（『朝日新聞（朝刊）』  03/04/2016）  

 現代日本語の動詞「のむ」は例 1)や 2)のように用いられる。例 1)は、およそ＜液体を口から
体内に入れる＞ 2 ことを表し、例 2)は、およそ＜条件などをそのまま受け入れる＞ことを表し
ている。2 つの意味の間には＜対象を自分の内に入れる＞という共通点を見いだすことができ、
且つ、これらを 1 つの「のむ」で表した「コーヒーと条件をのむ」という文が不自然になるこ
とから、動詞「のむ」は、少なくとも 2 つの自立した意味を有する「典型的な多義語」である
といえる。 3 
 本稿は、動詞「のむ」の意味を記述し、多義構造を示すことを目的とするものである。まず

は、第 2 節で先行研究を概観し、第 3 節では実例に基づく分析により意味を記述する。続く第
4 節では、各意味の自立性の確認及び、プロトタイプ的意味の認定を行った上で、複数の意味
の相互関係を明示し、それらを統括する動詞「のむ」の多義ネットワークを示す。第 5 節では
まとめと今後の課題を記す。  
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